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大阪消防設備協同組合 組合報

新春のご挨拶

大阪消防設備協同組合

理事長 乾 克己

令和7年の新春を迎え、皆様におかれま

しては、ますます御清栄のこととお慶び申

し上げます。

旧年中は、当組合に格別なるご指導、ご

鞭撻を賜り衷心より厚く御礼申し上げます。

本年も引き続きご高配を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。

昨年は、元日に能登半島地震が発生、さ

らに９月には追い打ちをかけるように記録

的な豪雨が北陸地方を襲い、復興中の被災

地に甚大な被害をもたらしました。あらた

めまして、被災された方々には心よりお見

舞い申し上げますとともに、一日も早い復

興を祈念するものであります。

さらに、日向灘で発生したマグニチュー

ド７．１の地震、８月に日本列島を縦断し

た台風１０号などの自然災害とともに、１

月２日に発生した羽田空港での航空機衝突

事故による被害および、客室乗務員の活躍

により乗客全員が安全に避難できた出来事

は記憶に新しいところです。

昨今、防災意識の高まりとともに、消防

設備業界に求められる責任はますます大き

くなってきていることを感じます。我々近

畿地方に住まいするものにとって、南海ト

ラフ地震などの大規模地震の発生が危惧さ

れる中で、全国各地で発生する様々な自然

災害は、日頃のそなえの大切さを再認識す

る出来事であります。また、事故や不注意

によって発生する想定外の火災に対しても、

迅速かつ的確に避難・消火活動ができるよ

う、適正な消防設備の運用はもとより、日

ごろからの意識づけが何よりも肝要である

ことを思います。

さらに本年４月１３日には、日本国際博

覧会（大阪・関西万博）がいよいよ開幕と

なります。国内外を問わず大阪への来訪者

が急増することが予想される中、市民の安

心・安全を第一に考え、順法精神を持って

日々の業務に励んでいきたいと思うもので

す。また、お客様の不安や悩みにどこまで

も寄り添い、安心して仕事を任せて頂ける

ようになることが、消防設備業界の付加価

値を一層高めることに繋がるとの信念を

もって、本年も組合事業の運営に邁進して

いきたいと存じます。

結びに、関係行政機関、賛助会員の皆様

方には、本年も私ども組合にご指導ご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げ、皆様方の

益々のご健勝とご繁栄を心よりご祈念申し

上げ、組合報発刊にあたって年頭のご挨拶

とさせて頂きます。



ＯＳＧ会ゴルフコンペ

令和６年１０月２１日、太平洋クラブ有馬

コースにおいて『第１６回ＯＳＧ会ゴルフコ

ンぺ』を開催しました！３４名が参加し、絶

好のゴルフ日和の気候の中、熱戦を繰り広げ

ました。

栄えある優勝者は、神谷忠さん（神総合防

災㈱）でした。おめでとうございます！

皆様のご協力により、無事に終えることが

出来ましたことに感謝申し上げます。 今後も

さらに改善を重ねてより良い大会つくりに励

んでまいりますので、皆様のご参加を心より

お待ちいたしております。

実行委員長 富永 豊

青年部では、「事業活性化委員会」と銘打

ち、組合の中長期的なビジョン策定に向けた

事業検討会を定期的に行っております。その

活動の一環として、組合員の皆様にアンケー

トを募ったところ、お忙しい中にも関わらず

多くの方にご回答頂くことができました。誠

にありがとうございました。皆様から頂いた

貴重なご意見を今後の組合活動に反映させて

いきたいと思います。

つきましては、アンケート結果のまとめに

ついて右記ＱＲコードより参照頂けますので、

是非ともご確認下さい。

アンケート結果について

実施期間：令和６年１２月１日～１５日

対 象：全組合員（２１８社）

回答社数：７６社

アンケート結果ＱＲ



ボウリング大会

令和６年１１月１１日、青年部主催のボウ

リング大会を心斎橋サンボウルにて開催しま

した！組合員各社の若手従業員を中心に総勢

７４名が参加し、熱戦が繰り広げられました。

中でも、レーンごとにチームとなって開催し

た団体戦「スカッチ」は大盛り上がりとなり、

チームのために一丸となって競いあいました。

終了後には場所を移動して懇親会を開催し、

同業者同士の交流をさらに深め会うことがで

きました。

コロナ禍以来５年ぶりの開催となった今回

のボウリング大会でしたが、過去最高となる

７４名（２１社）の方にご参加いただけまし

たことに、心より感謝申し上げます。

令和７年もますます青年部の活動を盛り上

げて行きたいと思いますので、今後もご協力

くださいますようお願い申し上げます。

青年部長 小谷昌幸
小谷部長(左)と優勝した中村さん(右 / ㈲摂津防災設備)

支部懇親会開催！

令和６年９月６日（金）、たちばな道頓堀

にて１～４支部合同の支部懇親会を開催し、

３２名が出席しました。

１～４支部は、コロナ後はじめての支部懇

親会開催となり、支部会員同士の約５年ぶり

の再開を喜び合いました。

５～８支部につきましても、今年度中の開催

を計画しておりますので、決定次第ご案内させ

ていただきます。

皆様のご参加を心より

お待ちしております。



【代表者変更】：新代表者

京阪神ｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ㈱：代表取締役 土田 勝吉

日本防災㈱：代表取締役社長 下野 哲範

【所在地変更】：新住所

㈲摂津防災設備：吹田市吹東町35-30-104

（TEL06-6155-9111）

㈱令和システム：尼崎市田能2-7-9-B

㈱木村防災設備：羽曳野市古市4-5-2

組合員通信

商品の詳細については組合事務局までお問合せ下さい

令和２年１２月から令和３年４月にかけて

二酸化炭素消火設備に係る死亡事故が相次い

で発生したため、事故の再発防止を目的に法

令が改正され、新たに標識の設置が必要とな

りました。（消防法施行規則第19条第5項第

19号イ（ホ）関係）

当組合事務局では、組合員である㈱山陽商

会様のご協力の下、新基準対応の各標識板を

販売しております。

二酸化炭素消火設備標識斡旋のご案内

消火器使用法
樹脂製裏印刷タイプ
（215×250×1ｔ㎜）

耐久力UP！

移動式粉末消火設備
ステッカー（55×270㎜）

サイズぴったり！

こんな商品も販売してます

２，５００円

組合員特別価格！

商品の詳細については組合事務局までお問合せ下さい

加熱試験機（HK-3型）とタモ網（玉網、

ライディングネット）を接続する、異径の

スチール製特殊ネジです。

【品名】 加熱試験機ジョイント金具

（ツバ付異径ネジ）

【規格】 21°×35°×M7×10S

W1/2×10S ／ スチール製

組合オリジナル商品【加熱試験機ジョイント金具】

（税別）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

